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運動会の組み立て体操（稲葉小学校）

／

秋、まつ盛り

　うだるような猛暑だった夏も過ぎ、さわやかな秋がやっ

てきました。

　秋といえば、実りの秋、読書の秋、食欲の秋、そしてス

ポーツの秋。体を動かすには最適な季節です。

　学校や地域では運動会や各種スポーツ大会がさかんに行

なわれています。

　皆さんもスポーツでさわやかな汗を流してみてはいかが

ですか。



第
４
次
海
外
行
政
視
察
団
が
オ
セ
ア
ニ
ア
を
歴
訪

　
毛
塚
収
入
役
を
団
長
と
す
る
第
４
次
千
生
町
海
賜
行
絞
視
察
団
1
4
名
が
、

９
月
2
2
目
か
ら
1
0
月
１
目
ま
で
の
1
0
目
開
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
米
作
、
二

ザ
ニ
ン
土
ブ
ノ
ド
の
奇
童
を
中
心
に
両
両
の
農
菜
の
現
況
を
視
察
し
、
国
際

的
な
認
識
ご
理
解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
視
察
し
て

　
第
４
次
海
外
行
政
視
察
団
は
、
９
月

2
2
日
か
ら
1
0
月
―
日
ま
で
の
1
0
日
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
米
作
、
ニ
ュ
九
ン

士
フ
ン
ド
の
畜
産
等
を
視
察
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
の
目
的
は
、
我
が
国
の

農
業
が
農
業
就
業
人
口
の
減
少
、
高
齢

化
、
更
に
は
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ

ウ
ン
ド
農
業
合
意
に
基
づ
く
米
の
ミ
ニ

マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
の
受
入
れ
な
ど
多
く

の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
中
、
当
町
の

農
業
も
変
革
（
大
規
模
化
、
複
合
経
宮

号
を
余
儀
無
く
さ
れ
、
更
に
、
国
際

化
に
も
十
分
対
応
し
得
る
効
率
的
な
生

産
活
動
の
展
開
等
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
豪
州
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

一
の
回
不
ど
こ
ろ
乙
及
び
農
業
国
ニ
ュ

ー
ジ
土
フ
ン
ド
の
孟
四
産
等
・
を
視
察

し
、
消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
国
際
化

に
対
応
で
き
る
活
気
と
ゆ
と
り
あ
る
農

業
の
確
立
と
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
通
し

て
国
際
的
な
理
解
と
認
識
を
深
め
、
新

し
い
町
づ
く
り
の
推
進
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
視
察
で
し
た
。

　
最
初
の
視
察
地
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
経
済
の
中
心
地
で
世
界
で
最
も
ク

リ
ー
ン
な
街
（
清
潔
感
が
溢
れ
る
哲

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
州
の
州
都

シ
ド
ニ
ー
よ
り
、
西
方
に
薄
黄
土
色
の

大
地
の
上
空
を
約
１
時
間
3
0
分
フ
ラ
イ

ト
し
、
更
に
バ
ス
で
１
時
間
3
0
分
の
と

こ
ろ
の
春
ま
だ
浅
い
し
か
し
陽
光
ま
ぶ

し
い
（
紫
外
線
は
日
本
の
３
～
４
倍
）

リ
ー
ト
ン
の
ピ
ー
タ
ー
・
ド
レ
パ
ー
さ

ん
の
農
場
を
視
察
し
意
見
交
換
等
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ピ
ー
タ
ー
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
約
２

０
０
μ
の
農
地
に
米
（
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米

8
0
％
、
イ
ン
デ
ィ
カ
米
2
0
％
）
、
牧
草
、

野
菜
な
ど
輪
作
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
輪
作
の
目
的
は
、
利
益
率
が
高

い
か
ら
と
い
っ
て
農
場
全
体
を
米
作
り

に
使
用
せ
ず
、
マ
メ
科
の
牧
草
類
を
取

り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
チ
ッ
素
が
地

力
を
引
き
戻
し
稲
作
に
活
か
さ
れ
る
と

の
こ
と
（
有
機
自
然
農
法
）
な
ど
、
そ

の
土
地
の
事
情
を
考
慮
し
た
営
農
体
形

を
確
立
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
稲
は
た

く
さ
ん
の
水
と
か
く
さ
ん
の
太
陽
光
線

を
好
む
作
物
で
す
が
、
こ
の
国
の
乾
い

た
大
地
の
米
づ
く
り
は
天
か
ら
の
雨
水

を
あ
て
に
せ
ず
、
流
説
用
水
を
利
用
し

た
稲
作
地
帯
で
す
。

　
も
と
も
と
は
州
政
府
が
ス
ノ
ウ
マ
ウ

ン
テ
ィ
ン
の
雪
溶
け
水
を
利
用
し
た
直

流
事
業
に
よ
り
、
農
業
用
水
の
確
保
と

潅
漑
に
力
を
入
れ
、
ま
た
地
域
住
民
も

尊
い
資
本
を
投
じ
て
得
た
水
は
一
滴
た

り
と
も
無
駄
に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
特
に
命
の
水
を
多
恨
に
使
う
米
作

り
で
は
、
水
の
使
用
に
つ
い
て
は
各
農

場
の
公
平
が
保
た
れ
る
よ
う
に
配
慮
（

使
用
制
限
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

湿
度
が
低
い
た
め
病
害
虫
の
発
生
が
少

な
い
よ
う
で
あ
り
、
農
薬
も
あ
ま
り
使

用
し
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
広
大
な
農
地
と
人
手
不
足
の
こ
の

国
で
は
種
蒔
き
及
び
農
薬
散
布
等
に
自

　
　
　
｀

農業用小型飛行機（トレこノパーさんの農場）

家
用
飛
行
機
を
使
用
し
て
い
る
な
ど
、

全
面
機
械
化
は
自
然
の
成
り
行
き
で
、

本
来
の
機
械
化
の
目
的
に
洽
っ
た
機
械

化
だ
と
思
い
ま
す
。
な
お
日
本
の
機
械

化
も
も
ち
ろ
ん
作
業
効
率
の
向
上
や
省

力
化
を
図
る
等
が
目
的
で
す
が
、
機
械

化
の
た
め
の
機
械
化
の
傾
向
も
否
め
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
自
然
環
境
等
の
条
件

に
逆
ら
わ
ず
に
さ
ら
に
工
夫
し
た
稲
作

は
、
日
本
の
手
間
ひ
ま
か
か
る
稲
作
と

は
趣
を
異
に
し
ま
す
が
、
反
面
１
μ
当

た
り
の
収
量
が
６
ト
ン
～
７
ト
ン
（
壬

生
町
の
平
均
は
４
・
２
ト
ン
～
４
・
５

ト
ン
）
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
米
生
産
者
協
同
組
合
を
視
察

し
米
作
り
の
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
い
た
だ

き
、
更
に
地
元
で
生
産
さ
れ
た
米
を
試

食
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の

２
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